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７月７日 七夕   

 短冊
たんざく

に願い事を書き、笹竹
ささだけ

に飾る行事として親しまれている七夕。これは中国の伝説と

行事が日本に伝わり、日本古来の伝承や豊作
ほうさく

祈願
き が ん

と交わったのちに様々な形に変化し、

現在の姿になりました。今回は、そんな七夕の行事について紹介します。 

 

○中国の伝承 

 星祭り 牽牛
けんぎゅう

・織女
しょくじょ

伝説 

 中国では古くから牽牛星は農事を知らせる星、織女星は養蚕
ようさん

や機
はた

織
お

りの星として信仰

されていました*。この２つの星は後漢
ご か ん

（西暦 30～220 年）以降、恋人同士といわれるよ

うになりました。牽牛と織女は仕事をせず遊んでばかりだったので、怒った天の神は２

人の間に天漢
てんかん

（天の川）を作り、会えないようにしてしまいました。しかし、２つの星

は悲しんでばかりだったため、７月７日の夜だけ川に橋をかけて会えるよう定めました。

雨が降るとこの川を渡ることができないといわれています。 

  

○日本の伝承 

 棚機
たなばた

つ女
め

 

 日本では古来より、７月７日に乙女が機屋
は た や

に籠
こ

もって機織りをする行事が行われてい

ました。これは神を迎えて一夜を過ごし、翌朝、神を送る時にケガレを持ち去ってもら

う禊
みそぎ

払
はらえ

を目的にしたものでした。 

 

 豊作祈願 

 七夕の時期は農繁期
の う は ん き

にあたるため、農業に差しつかえる眠気を払い、豊作を祈る行事

が東北地方や関東地方で行われていました。これらは眠りを流すことから「ねぶた流し」、

「ねぶた祭り」と呼ばれています。今でも青森県などで見ることができます。 

 

 盆
ぼん

行事としての七夕 

 現在は８月に行われることが多い盆行事は、旧暦
きゅうれき

では７月に行われていました。そのため７月７日は

「七日盆」といわれ、盆行事が始まる日とされていま

す。盆を迎える準備として墓掃除をしたり、迎
むか

え馬

（真菰
ま こ も

馬
うま

）をつくる日でもありました。 

この迎え馬は八千代市内にも盆行事のひとつと

して深く根付いています。前日に真菰で２頭の馬（馬と牛という家もある）を作り、７

日の早朝に近くの川にそのうちの一頭を流しに行きます。この馬に乗って、仏様が帰っ
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てくるといわれています。残りの一頭は家に飾っておきます。佐山では、一年間飾った

ままにしておきます。勝田ではお盆中、仏様が田畑を見回るときに乗ったり、仏様が帰

るときに乗っていくといわれました。 

 

○中国の伝承が日本に伝わって…  

  裁縫
さいほう

の上達を祈って  

 中国では唐代
とうだい

（ 5 世紀ごろ）より、牽

牛・織女の伝説が広まり、２つの星に供

え物をして祈る「乞巧奠
き こ う で ん

」が行われるよ

うになりました。２つの星の願いがかな

う日にあやかって、女性が裁縫の上達を

祈る祭りです。  

これが日本に伝来すると、特に平安時

代の宮中や貴族の間で広まります。宮中

の庭に筵
むしろ

を敷き、その上に朱塗りの机を置き、桃・梨・茄子・瓜・大豆・さ

さげ・干
ひ

鯛
だい

・薄鮑
うすあわび

・五色
ご し き

の糸を通した金と銀の針を７本ずつ刺したヒサギの

葉を供えます。机の上に琴と香炉
こ う ろ

、周囲やその間に９本の灯台を置き、そこ

で２つの星を眺めました。  

 

 読み書きの上達を祈って  

 室町時代になると梶
か じ

の木に歌を書き結びつけたり、 硯
すずり

を供えたりするよ

うになり、江戸時代には天皇が芋の葉に溜
た

まった水で梶の葉に和歌を書き、

そうめんで結んで屋根に投げ上げるようになりました。この頃になると形は

変わりましたが民衆の間にも乞巧奠は広まり、字が上手に書けるよう祈る行

事として定着しました。笹竹を飾るようになったのも江戸時代からのことです。 
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＊ちょっと付け足し 

牽牛星・織女星…わし座のアルタイルとこと座のベガのこと。彦星
ひこぼし

・織姫
おりひめ

星
ぼし

ともいい、夏の大

三角としても知られている一等星。 

養蚕…カイコという虫を育て、その繭
まゆ

から糸を作る産業。 
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